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 昨日梅雨が明けて猛烈な暑さが襲ってきた。7月 20日（日）6時 12分ころ登山口の草むらに車を強引に突っ込
んで出発。登山口には名古屋ナンバーの車が 2台と小型のテントが一張り。 
 鬱蒼と茂る針葉樹の中。風も無く、鳥の声の聞こえない。 
   山々の頂きに憩いあり 
   木々の梢に風のそよぎの気配もなく 
   森の小鳥も黙しぬ。 
   待てよしばし、やがて汝も憩わん。 
    （ゲーテ：さすらい人の夜の歌） 
 この時期、この時刻、この道を通るとき、いつもこの詩を思い出す。

もっとも最後のところの「汝も憩わん」の「汝」が「我」のことだと

知ったのは、ずっと後になってからだ。「そうだ、まもなく我も永遠

の憩に入るだろう」 気味が悪いように暗くて静かな思索の道である。 
 林床には葉の少ないスズタケが疎らに生えている。節の盛り上がり

もなく、長い稈鞘は節間を覆い、日当たりが悪いせいか、それとも生

まれながらの性質か、しなやかに伸びている。 
 針葉樹林の道は植生が乏しい。シシガシラ、コアジサイの実生、そ

れにハリガネワラビ。シシガシラは鱗片が糸状で幅が狭いのでオサシ

ダと区別できるし、ハリガネワラビは葉軸が赤銅色で、最下羽片の基部の裂片が極端に小さいのが特徴だという。

つづら折りを数回折れると段々畑の跡に出る。ここは桑畑だったところだ。この段々畑跡が途切れたところで左に

折れ、バイパスしてもとの道に戻る。 
 緩やかな花崗岩や濃飛流紋岩の岩塊斜面である。一抱えもある石

ころだらけの斜面を平らにして桑を植えた先人の努力に頭が下がる。 
  斜面の北側に回り、急になった斜面の小規模な崩壊を二つばかり
越えると対東沢にでる。恵那山は 20合目まである珍しい山である。 
 何故２０合かと言うことは謎である。「神道の神饌の一単位」だと

いう説もある（恵那山研究 第２号）。ここが 2合目だが、標柱はまだ
発見されていない。ここの水は良く澄んでいるけれども、野獣から

人への感染症の問題もあり、今では飲む人はほとんどいない（表面

水は飲まないのが現在の常識だろう）。 
 登山口からここまで 25分、ウオーミングアップ区間だ。靴の紐と
衣類を調節し、対岸の「心明霊神」碑を目指してすぐに沢を渡る。

この一心行者の碑は、どういう経緯かわからないが、今は倒れたま

まである。 
 大まかにいって、対東沢の右岸の尾根を対東沢側に少し巻きながら登ることになるが、

再び尾根の小さな鞍部に出たところが 5 合目である。山火事や刈り取り跡に先駆種として
進入したと思われるリョウブが優勢である。かつてリョウブの新芽は山菜として炊き込み

ご飯の具に使われたと聞くが、味の評判はよくない。 
 ここで休憩にしても良いが、もう少し登れば風通

しの良い崖の上に出るので、よく乾燥したオオシラ

ガゴケの上で休憩にするのも良い。 
 この大きなナギは今も金山谷に崩壊を続けてい
て、登山道の付け替えも行われている。付け替えら
れた新道は当然のことながら急坂のアルバイトを
強いられる。 
 小さな尾根から、不明瞭な広い尾根を右から回

り込むようにして、二つばかり小規模な崩壊を過ぎ、急坂をあえぎながら

【コースタイム】登山口（6:12）→対東沢（6:35）→５合目（7:10）→枯大桧（8:15）→岩戸不動（8:25～8:35）
→空峠（9:32）→13 合目（9:40）→物見の松（9:48～9:50）→行者越（10:00～10:05）→14 合目（10:05）→
空八丁（10:20）→16合目（10:55）→垢取池（11:10）→落合分岐（11:23）→一ノ宮（11:30）→神坂ルート分
岐（11:40）→最高点頂上（11:58）→避難小屋（12:02）→三角点頂上（11:12）→避難小屋（11:26）→神坂峠
ルート分岐（12:50）→空峠（14:12）→岩戸不動（14:40）→5合目（15:25）→対東沢（15:55）→登山口（16:17） 

 

 

 

 
桑畑の跡 

対東沢の心明霊神碑 

5合目の標柱 

金山谷のナギ 




